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　腫瘍における糖代謝の測定が，腫瘍の進展範囲の決定，

治療効果の予測，ならびに治療効果の判定に役立つかど

うかを検討するため，i8FDGを用いたポジトロンC↑検査

により，腫瘍組織おける糖代謝を測定した．対象は，縦

隔腫瘍，悪性リンパ腫，肝細胞癌などを含む約10例であ

る．一部の症例では，治療後にも検査を行った．

18FDGは2－7tuC　i投与し，20－tK）分後に検査した．検出器

は，Head　tomemを用いた．その結果，各種腫瘍における

i8FDG集積は，腫瘍の違いにより様々であったが，高い

集積を示すものでは，腫瘍の範囲を明瞭に描出できた．

また，治療後におけるiSFDG集積の変化は，他の形態学

的検査ではわかりにくい部では，その効果判定に有用と

考えられた．
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1曾FDGの癌化学療法の治療効果判定への応用を検討した。

対象としたのは抗酸菌病研究所付属病院に入院した6人

の癌患者である。癌化学療法施行前に1SFDGによる癌のポ

ジトロンCT像を撮像し、終了時に同じスライス位置でポ

ジトロンCT像を得た。化学療法施行前後での1eFDGの腫瘍

への集積の変化について検討した．ieFDGの集積は投与量、

及び体重を補正したDARを用いて評価した。さらに主治医

ほか3名の医者による臨床的効果判定と比較した。18FD

Gの集積の変化と主治医の効果判定の評価は一致した。

t8FD（）の集積の変化による化学療法の効果判定は治療効果

の定量化という意味において有用であると考えられた。
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